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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 技 術 に よ り 、 時 間 帯 と 時 間 帯 別 の 出 力 レ ベ ル を あ ら か じ め 記 憶 手 段 に 設 定 し て お き
、 こ れ を プ ロ グ ラ ム と し て 用 い る こ と で 、 時 刻 に 応 じ た 出 力 レ ベ ル に 自 動 的 に 変 更 し な が
ら 再 生 す る こ と が で き る 。 ユ ー ザ は 、 事 前 に 記 憶 手 段 に 時 間 帯 と レ ベ ル と を 設 定 す る こ と
と 、 再 生 を 開 始 す る こ と と 、 再 生 の 途 中 で 出 力 レ ベ ル を 操 作 す る こ と と 、 再 生 を 終 了 さ せ
る こ と が で き る 。 具 体 的 な 例 を あ げ て 説 明 す る 。 ま ず 、 ユ ー ザ は 事 前 に 、 時 間 帯 と 出 力 レ
ベ ル を 入 力 す る 。 た と え ば 間 帯 １ を １ ２ ： ０ ０ ～ ２ ０ ： ０ ０ で そ の 間 の 音 量 を ２ ５ に
設 定 し 、 時 間 帯 ２ を ２ ０ ： ０ ０ ～ ２ ２ ： ０ ０ で そ の 間 の 音 量 を ３ ０ に 設 定 し 、 時 間 帯 ３ を
２ ２ ： ０ ０ ～ ２ ４ ： ０ ０ で そ の 間 の 音 量 を ２ ５ に 設 定 し た と す る 。 つ ぎ に 、 再 生 を 開 始 さ
せ る 。 た と え ば 、 再 生 を 開 始 し た 時 刻 が １ ９ ： ０ ０ で あ っ た と す る と 、 時 間 帯 １ に 当 た る
の で 、 出 力 レ ベ ル は 最 初 か ら 自 動 的 に ２ ５ に な る 。 再 生 を 継 続 し 続 け た 場 合 、 時 刻 が ２ ０
： ０ ０ に な る と 時 間 帯 ２ に 当 た る の で 出 力 レ ベ ル は 自 動 的 に ３ ０ に 変 更 さ れ 、 時 刻 が ２ ２
： ０ ０ に な る と 時 間 帯 ３ に 当 た る の で 出 力 レ ベ ル は 自 動 的 に ２ ５ に 変 更 さ れ る 。 つ ま り 、
事 前 に イ ン プ ッ ト さ れ た プ ロ グ ラ ム ど お り に 、 あ ら か じ め 出 力 レ ベ ル が 決 定 さ れ て い る の
で あ る 。 ユ ー ザ は 、 再 生 の 途 中 で 、 自 動 的 に 決 定 さ れ て い る 出 力 レ ベ ル を 変 更 す る 必 要 を
感 じ た 場 合 、 自 由 に 出 力 レ ベ ル を 変 え る こ と が で き る 。 た と え ば 、 先 ほ ど の 例 で 説 明 す る
と 、 時 刻 が ２ １ ： ０ ０ の 段 階 で の 音 量 は 設 定 さ れ た ま ま の ３ ０ で あ っ た が 、 音 量 が 大 き す
ぎ る の で 低 く す る 必 要 を 感 じ て ２ ０ ま で 下 げ た 、 と い う よ う な 具 合 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ５ ８ ７ １ ６ 号 公 報
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 操 作 に よ っ て 変 更 さ れ た 数 値 そ の も の を 加 減 す る の で は な く

、 時



、 時 間 帯 出 力 デ ー 数 値 と 現 在 出 力 レ ベ ル デ ー タ の 数 値 の 間 に あ る 変 更 割 合 を 利 用 し て
い る た め 、 次 の 時 間 帯 出 力 レ ベ ル デ ー タ と 比 較 し て 調 節 が 大 き く な り 過 ぎ る こ と も 小 さ く
な り 過 ぎ る こ と も 防 止 で き る 。
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